
「海老名市社会教育計画（案）」のパブリックコメント実施結果 

【結果概要】 

意見募集期間 令和７年 11月 19日（水）～令和７年 12月 19日（金） 

意見提出者数 １名 １件 

No. 提出された意見 意見に対する考え方 

１ 9 ペー ジに 記 載の ある 、市 立図 書 館 にお ける 指定 管 理 制度 の在 り方 に つ いて

異を唱えます。現状 、「民間のノウハウ を活用しながら地 域特性を活かした 運営

を 目 指 」 す と い う 施 策 方 向 か ら は 、 非 常 に 離 れ た 運 営 が 行 わ れ て い る と 感 じて

います。たしかに 、 14 ページに記載の 通り、市内図書館 主 催の講座自体は開 催

されています。  

 一方で、現状の 市立図書館の運営 において、問題点 が 3 つあります。  

 まず、現状、海老 名市の地理や歴史 に関する所蔵が大 変少ないです。もし 、た

と え 蔵 書 が あ っ た と し て も 、 書 庫 に 置 か れ て い て は 意 味 が あ り ま せ ん 。 社 会教

育 の 観 点 に お い て 、 地 域 学 習 や そ も そ も の 幅 広 い 学 習 の 機 会 が 損 な わ れ て いる

ことは、市民にと って大きな損失で す。  

 次 に 、 市 内 に 無 い 書 籍 は 近 隣 図 書 館 と 連 携 の 上 で 貸 出 が 可 能 と あ り ま す が、

対応 に大 変時 間が かか りま す。 もち ろん 書籍 によ りま すが 、 1 ヶ 月 以上 手配に

時 間 が か か る よ う で は 、 果 た し て 連 携 が 取 れ て い る の か 疑 問 で す 。 社 会 教 育だ

け で な く 、 教 育 全 般 に お い て 、 学 習 者 の 学 べ る 時 間 が 奪 わ れ て い る こ と は 、学

習機会が損なわれ ていることと同義 です。  

 最後に、併設さ れている TS UTA YA 書店で販売され ている書籍が、図 書館の

蔵 書 に は な い こ と が 多 々 あ り ま す 。 こ れ は 、 そ う い っ た 書 籍 を 市 民 が 購 入 しな

け れ ば 書 籍 を 読 む 機 会 が 与 え ら れ な い 状 況 で あ り 、 こ れ で は 公 共 図 書 館 と して

の運営が行われて いるとは言い難い です。  

 以 上 に あ げ た 問 題 点 は 、 全 て 、 市 内 図 書 館 の 蔵 書 数 が 少 な い と い う 点 に 集約

さ れ ま す 。 近 隣 の 市 と 比 較 し て も 、 人 口 比 で 考 え れ ば 、 海 老 名 市 立 図 書 館 が保

有 す る 蔵 書 数 が 少 な い こ と は ご 存 知 の こ と か と 思 い ま す 。 蔵 書 数 を 増 や す 上で

は 、 単 な る 数 と し て の 蔵 書 数 だ け で な く 、 ぜ ひ 市 に は 選 書 の 質 を 把 握 し て いた

だきたいです。  

 指 定 管 理 者 制 度 を 使 う の で あ れ ば 、 公 共 図 書 館 と し て の 質 が 損 な わ れ な いよ

う に 、 ま た 、 市 民 の 学 習 機 会 が 損 な わ れ な い よ う に 、 定 期 的 に 確 認 す る 手 段を

持 つ べ き で す 。 そ れ が で き な い 、 も し く は 機 能 し て い な い の で あ れ ば 、 指 定管

理者制度の継続に は反対です。  

ご意見頂戴し、ありがとうございます。 

 本市では、平成 26 年度から指定管理者制度

を導入した図書館運営を行っています。 

 図書館運営については、利用者アンケートの

ほか、定期的にモニタリング会議を実施し、確

認する機会を設けております。 

いただいたご意見も参考に、今後も市民の学

びの拠点となるよう努めてまいります。 

 


